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こんにちは。立教大学ボランティアセンターです。 

2 月 13 日㸦土㸧深夜、福島・宮城をくった㟈度㸴強の地㟈で、㦫かれた皆さんも多かっ

たと思います。 

⿕害に㐼われた方々に心よりおぢ⯙いを申し上げます。 

東日本大㟈災から10年。立教生の皆さんの多くは小学生だったと思いますが、あの日 3/11

のことをぬえているでしょうか。 

奪われたもの、失ったものはィり知れません。しかし、そこから私たちが学んだこともた

くさんあります。 

No rain, no rainbow. 

今㐌月曜日土砂㝆りの大㞵の後、新座キャンパスではきれいな⹿がかかりました。七Ⰽの

㩭やかな橋は、新座キャンパスの白いチャペルの建物から大きく弧を描いて息をのむ⨾し

さでした。 

やまない㞵はありません。今のコロナの状況も、㎞い出来事も、やがて来る⨾しい未来へ

の第一歩と信じましょう。 
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=========================================================== 

㸦㸯㸧ボランティアセンターよりお▱らせ 

========================================================== 

【海外ボランティアㅮ座 HP㛤タのお知らせ】 

現在、新型コロナ感染症の影㡪により、海外渡⯟やボランティア活動など対㠃でのㄢ外

活動を⾜うことが困㞴な状況となっています。 

このような状況下においても、新入生をはじめ、「海外ボランティア」に㛵心のある学

生が、引き⥆き多いことが分かり、私たちは対応を検ウしてきました。 

そしてこの度、「海外ボランティア」の必せ性と㨩力を伝えるため、海外ボランティア

主催団体の⤂介と参加⪅の体㦂ㄯから構成される「海外ボランティアㅮ座」を、オンデマ

ンド㓄信することになりました。 



さまざまなことが⾜えるようになった段㝵で、すぐにみなさんの活動が再㛤できるよ

う、ぜひご活用ください。まだまだ、先がぢえない状況ではありますが、ものごとを前向

きに⪃える助けになれば幸いに思います。 みなさんのごど⫈をお待ちしています。 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/contents/SitePages/overseas_volunteer.aspx 

 

【ボランティアセンター動画が完成しました㸟】 

この度 2021年度新入生向けオリエンテーションウェブサイトに、ボランティアセンタ

ー主催プログラム「清㔛環境ボランティアキャンプ」「㎰業体㦂 in山形県㧗畠町」の⤂介

動画が掲㍕されます。 

この動画は、ほ光学㒊 4年生の㣤塚ㄹさん、コミュニティ福祉学㒊 3年生の三浦大樹さ

んの二人が制作。ナレーションはコミュニティ福祉学㒊 3年生の浅井⨾南さんが担当しま

した。ⱝい感性と⾲現力溢れる⣲敵な動画になり、スタッフからも大好ホです。 

この動画は後程ボランティアセンターホームページにも掲㍕予定です。ぜひお楽しみ

に。 

ボランティアセンターでは今後も学生と⧅がり、みなさんの声を反映させながら共に

Ⰽ々な取り⤌みをしていきたいと思っています。動画制作、企画㐠営に⯆味のある皆さん

はぜひボランティアセンターまでお知らせください。☞volunteer@rikkyo.ac.jp 

 

============================================== 

(㸰) 学⏕コラム  

============================================== 

今日のコラムは、まもなく卒業を㏄える現代心理学㒊 4年生の䭾永桂大さんです。 

䭾永さんは 1年生の㡭から新座のボランティアセンターによく立ち寄ってくれていまし

た。4年㛫本当に私たちスタッフもⰋい刺激をたくさんもらいました。ありがとうござい

ます。最後に在校生のみなさんへ・・ 

            

現代心理学㒊心理学科 4年生     䭾永桂大 
ボランティアサークルにも外㒊の団体にも所属しない立ち位⨨で㸲年㛫ボランティアに

携わってきた私にとって、ボランティアセンターから「【ボランティアで学んだこと】をテ

ーマとしてメルマガを書いてほしい。」と依㢗があるとは思いもしなかった。 

 実㝿、団体に所属している人に比べて私は、活動回数も少なく、㛗期的に人や地域と㛵わ

るといったこともなかったので、そういった交流が少ない分「地域と人との共生に感動した」

「人の思いは⣲晴らしい」という、情動溢れるコメントを残すことはできないと思う。 

 ただ、そんな⮬分だからこそ、ボランティアの㨩力について別のど点から⪃えることがで

きるのかもしれない。特に、新入生やこれからボランティア活動に参加をしてみたいと思っ

ている人たちに向けて、参⪃になればと思う。 

 先に⤖ㄽをいえば、私にとってボランティアの㨩力は「⮬己分析の機会」をいただける点

だと思う。具体的にゝえば、ボランティア活動を㏻して、他⪅の⪃えを知ることで⮬分の⪃

えを客ほどできるようになるということだ。 

 立教大学に㏻う学生は㢌が切れる人が多い。大抵、ボランティアの概せや日程をぢただけ

https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/contents/SitePages/overseas_volunteer.aspx


でどんな活動をして、どんな㆟ㄽが展㛤され、どんな⤖末を㏄え、どのように⥾めくくられ

るのか想像できてしまう人が多いと思う。 

 しかし、参加するとわかるが、実㝿には全く予想できない展㛤が㉳こることも多々ある。 

 㧗畠㎰業体㦂では、日付が変わるまでヰし合いが⥆いたり、㝣前㧗田の町おこしでは、「町

の人の思いを⤯対に叶えたい派」と「時㛫的な問㢟から、確実にできるものをやろう派」で、

意ぢの相㐪が生じ、朝まで㸴時㛫以上㆟ㄽした日もあった。 

 一体、なぜこのような事態に㝗ってしまったのか。 

 おそらく、このようなボランティア活動は合理的・ㄽ理的な段㝵を㉸㉺する、倫理的・正

⩏的といった「本⬟的なもの」を理性的に㆟ㄽするという、いわば「矛盾をはらんだ場」で

もあるからだと思う。 

 㧗畠㎰業体㦂のテーマの一つに「生きるとは」というものがあった。多くの人はこう感じ

るだろう。「それは人によって㐪うのは当たり前だからそれを⪃えたって仕方のないことだ。

意味のないことだ。」と。しかし、そのような価値ほや倫理ほというのはㄡしもが持つもの

であり、それを個人で抱えこみながら生きていくと、段々とそれが常㆑であると勘㐪いして

しまうようになる。 

 特に大学生のような、⮬分のコミュニティを⮬㌟で決定できる環境にいると、共感できな

いコミュニティには「さようなら」、一方で⮬分に合うコミュニティには「お㑧㨱します」

とゝいがちだ。それはそれで⢭神的に楽だが、これから社会に出ていく私㐩にとってそれは

決して好ましいことではない。 

 様々な⫼景を持つ人々が協力して社会を作り上げているのだから、⮬分とは⤯対に共感

し得ない他⪅とも協力をする必せがあるのだ。では、その時に「さようなら」とゝい⥆けて

きた人は⮬分とは全く異なる存在を寛容できるのか。そして⮬分を容ㄆできるのか。 

 今、世界では「目にぢえる形での多様性」というものが溢れている。LGBT・女性・しょう

がい⪅・⪁人・z世代・・。わざわざ文字化して、他の概念と差別化して、それを「多様性」

の内のカテゴリーの引き出しに入れていく。でも、「多様性」ってそういうことなのか。「多

様性」なのにカテゴリーをタけてしまえば、個人の存在を⤯対に理ゎできないのではないの

か。 

 その人にはその人なりの⪃えがあり、それはその人を形付ける唯一無二のものだ。ボラン

ティアはその活動を㏻じてそのことをより一層理ゎできると思う。⮬分の常㆑というのは、

⮬分にしか存在しないのであり、他⪅の常㆑もまた他⪅にしか存在しない。そしてその常㆑

はずれな世界同士で意ぢ交換することで、段々と世界と世界をつなげる橋がかかっていく

のだ。そこに初めて多様性の本当の意味を理ゎする事ができるのだと思う。そしてそれに気

づくことは、⮬分⮬㌟を知ることとイコールであると思う。 

 もしボランティア団体に所属していれば、その団体のカラーや⪃えに染まり、このような

ことを㌟にしみて実感しなかったかもしれない。今まで私は環境・教⫱・⿕災地支援・町お

こし・地域共生などのボランティアに参加したが、㞺囲気や参加している人の㊃きは全く㐪

い、いろんな⪃えを提示してくれた本当に㈗㔜な期㛫だった。 

 最後になるが、もしこれをㄞんでいる人で、ボランティア活動をやるかどうかで悩んでい

る人がいれば、ぜひやってほしいと思う。多くの人が⮬分の居心地のⰋいコミュニティに依

存している中で、そこから㣕び出し、他⪅へ思いを㥅せることができる機会は社会人になる



とそうそうない。また、この⤒㦂は私が挙げたボランティアの㨩力である⮬己分析の⦎⩦の

他に、意外かもしれないが、活動内容に応じてチームワーク構築やリーダーシップ、ビジネ

ス企画を⪃える⦎⩦にもつながる。正直、TOEICや簿グ検定など、あとからでも㌟につけら

れる㈨格よりも、ずっと価値のあるものとして⮬分の内に永久に残っていくだろうと確信

をもってゝい切ることができる。そういう意味でもボランティアはやる価値があると心か

ら思う。 

  

=========================================================== 

(㸱) 㝣前㧗⏣サテライト・ᮾ᪥ᮏ大㟈⅏復⯆ᨭ᥼㛵㐃᝟報 

=========================================================== 

みなさん、こんにちは㸟㝣前㧗田サテライト事務局です。 

東日本大㟈災から㛫もなく 10年が⤒㐣します。立教大学では、改めて東日本大㟈災という

出来事に向き合うためのきっかけ作りもしています。是㠀、参加してみてくださいね。 

 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜*:・゜。 

公㛤報告会「立教大学・東日本大㟈災後の 10年――『復⯆支援』の今後を⪃える」 

ど⫈⪅募㞟 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜*:・゜。 

 

東日本大㟈災という未曽有の災害が発生してから 10年が⤒㐣します。本学では大学、㒊局、

教⫋員、学生、校友が地域に寄り添った復⯆支援活動・交流活動・教⫱活動を⥅⥆していま

す。2017年には「RIKKYO VISION2024」に基づき、岩手県㝣前㧗田市協力のもと岩手大学と

協働で交流活動拠点「㝣前㧗田グローバルキャンパス」を㛤タしました。本報告会では、本

学の 10 年㛫の活動を振り㏉ることで、今後の在り方を⪃える一助とします。是㠀、ごど⫈

ください。 

 

日 時㸸 2021年 3月 5日㸦㔠㸧 18:00-20:00  

場 所㸸 ZOOMウェビナーを使用したオンライン㛤催 

 

報告⪅㸸 

㸺全体報告㸼「『共に生きる』実㊶としての東日本大㟈災後の 10年」 

松山 真㸦東日本大㟈災及び災害対策・支援本㒊㛗㸭㝣前㧗田サテライト㛗、コミュニティ

福祉学㒊 教授㸧 



㸺事例報告㸼㸦⾲㢟はすべて仮㸧 

①「コミュニティ福祉学㒊 7拠点で展㛤した 10年㛫の伴㉮型交流支援活動」 

湯澤 直⨾㸦コミュニティ福祉学㒊 教授㸧 

②「社会学㒊 出会いと信㢗㛵係の積み㔜ねを㍈とした正ㄢ・正ㄢ外交流活動」 

小倉 康嗣㸦社会学㒊 教授㸧、田北 康成㸦社会学㒊 兼任ㅮ師㸧 

③「チャプレン室 学生キリスト教団体との協働による心に寄り添う活動」 

中川 ⱥ樹㸦大学チャプレン室 チャプレン㸧、宮㷂 光㸦大学チャプレン室 チャプレン㸧 

④「グローバル教⫱センター 海外大学生と共に地域ㄢ㢟に向き合うㄢ㢟基盤型プログラ

ム」 

㧘井 明子㸦グローバル教⫱センター 特任准教授㸧 

※戸⩚ 太氏㸦㝣前㧗田市㛗㸧など現地からのビデオメッセージ㸦予定㸧 

 

申 ㎸㸸 以下の URL からお申㎸みください。 

     https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_qkQW7ozUSH6VSGFlEQgbcQ 

お問い合わせ㸸⥲㛗室社会㐃携教⫱ㄢ  shakairenkei@rikkyo.ac.jp  

03-3985-4967 

 

主 催㸸 東日本大㟈災及び災害対策・支援本㒊、立教大学㝣前㧗田サテライト 

共 催㸸 㝣前㧗田グローバルキャンパス 

後 援㸸 㝣前㧗田市、㝣前㧗田市教⫱委員会 

 

 

 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜*:・゜。 

【立教大学校友会】岩手県㝣前㧗田市の特産品をプレゼント 

*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜*:・゜。 

 

立教大学校友会では、新型コロナウイルス感染症の影㡪で様々な活動制㝈が強いられてい

る学生の皆さんに、少しでも⨾味しく・楽しい㣗事をとってもらいたいという㢪いを㎸め、 

岩手県㝣前㧗田市の特産品を抽㑅で 1000 名の学㒊生・大学㝔生へプレゼントいたします。 

立教大学と㛗い㛫交流が⥆いている岩手県㝣前㧗田市は東日本大㟈災で甚大な⿕害を受け

た場所です。 

まもなく東日本大㟈災から 10年が⤒㐣しますが、㟈災で多く方が⿕害にあわれたという事

実と、多くの立教㛵係⪅もⲡの根的に支援活動を⾜っていたということを、現役学生の皆さ

mailto:shakairenkei@rikkyo.ac.jp


んにぬえておいてもらいたいという思いも本企画には㎸められています。 

皆さまからのたくさんのご応募お待ちいたしております。 

 

************ 

プレゼント内容㸸岩手県㝣前㧗田市のお⡿、㓺油、味噌等㸳点セット 

申㎸み期㛫㸸㸰月㸶日㸦月㸧10 時㹼㸰月 19日㸦㔠㸧16 時 

申㎸み方法㸸プレゼント企画申㎸みフォームから必せ事㡯を入力してください。 

https://sites.google.com/rikkyo.ac.jp/rikutaka/ 

㓄㏦予定期㛫㸸㸱月㸯日㸦月㸧㹼㸱月㸳日㸦㔠㸧 

対㇟㸸立教大学学㒊生・大学㝔生 

受付人数㸸1,000名 

※㓄㐩の㛵係で、現在日本にいる方に㝈ります。 

 ※お申㎸みくださった方の中から、1,000名の方にプレゼントいたします。 

㸦㏦料を含め、全て無料です㸧 

  当㑅された方には、申㎸み期㛫⤊了後に校友会からメールをお㏦りいたします。 

お渡し方法㸸入力いただいた住所に八木澤商店から直接お㏦りいたします。 

 ※入力いただいた個人情報を八木澤商店にお伝えしますことご了承ください。 

 ※㓄㏦日の指定はできません。不在の場合は、ご⮬㌟で対応をしてください。 

プレゼントを受け取られた方へご協力のお㢪い㸸 

今回受け取った商品等を、ぜひご⮬㌟の SNSで投稿してください。その㝿「㸡立教大学校友

会」「㸡㝣前㧗田プレゼント」「㸡八木澤商店」のハッシュタグを入れて投稿していただけま

すと嬉しいです。皆さまの声が㝣前㧗田市の㛵係⪅の皆さまに届きます。 

 

************* 

㸨お問合せ 立教大学㝣前㧗田サテライト事務局 rrs@rikkyo.ac.jp 

㸨㝣前㧗田サテライトの取り⤌みを発信中 

公式 Instagram㸦@rikkyo_rrs㸧https://www.instagram.com/rikkyo_rrs/ 

 

============================================================== 

(㸲) オンラインでできるボランティア・セミナー 

============================================================== 

【アジアキリスト教教⫱基㔠㸦ACEF㸧より、オンラインシンポジウムのお知らせ】 

ACEFは今年で創立 30 周年を㏄えました。 

これまでのスタディツアーや BDP との共働でのバングラデシュでの教⫱支援のありかた

をまとめ、岩波ジュニア新書より「SDGs 時代の国㝿協力㹼アジアで共に学校をつくる」と

して 2月 19 日に刊⾜されます。https://www.iwanami.co.jp/book/b556140.html 

創立 30周年をグ念し、岩波ジュニア新書出版グ念シンポジウムをオンラインで㛤催します。

奮ってご参加ください。 

日時㸸2021年 2月 27 日㸦土㸧13:30-16:30 

場所㸸Zoomでのオンライン㛤催 㸦申し㎸み後に Zoomの URLをおおくりします㸧 

https://sites.google.com/rikkyo.ac.jp/rikutaka/
mailto:rrs@rikkyo.ac.jp
mailto:rrs@rikkyo.ac.jp
https://www.instagram.com/rikkyo_rrs/
https://www.iwanami.co.jp/book/b556140.html


㸯㒊ゲストスピーカー㸸石川信克氏㸦⤖核予㜵会会㛗 㸧、挨拶 ⯞戸Ⰻ㝯㢳問、 

Ⲩ㇂出理事㛗 

㸰㒊㸸岩波ジュニア新書ⴭ⪅とㄞ⪅のパネルディスカッション 

15:30- 交流会 Zoomのブレークアウトで⯞戸㢳問や BDPスタッフとおヰし、 

スタディツアーの同窓会を㛤催します。  

参加㈝㸸無料 

お申し㎸み https://forms.gle/fLntJYM1RBJNQac57 

------------------------------------------- 

立教大学ボランティアセンター 

------------------------------------------- 

◎池⿄キャンパス 

 場所㸸㸳号㤋㸯㝵 

 㛤室時㛫㸸月㹼㔠 㸷㸸00㹼17㸸00 

      土曜日 㸷㸸00㹼12㸸30 

◎新座キャンパス 

 場所㸸㸵号㤋㸰㝵 

㛤室時㛫㸸月㹼㔠  㸷㸸00㹼17㸸00 

      土曜日  㸷㸸00㹼12㸸30 

 

◎ホームページ 

http://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/support/extracurricular_activities/volunteer.html 

 

◎メールアドレス 

volunteer@rikkyo.ac.jp 

◎Facebook 

https://www.facebook.com/ 立 教 大 学 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー -

537537806439867/?ref=aymt_homepage_panel 

◎TwitterID 

@rikkyo_volucen 

http://twitter.com/rikkyo_volucen/ 

◎Instagram 

https://www.instagram.com/rikkyo_vc/?hl=ja 

◎ボランティアナビ 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/SitePages/navi.aspx 

 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━ 

(C)2019 RVC all rights reserved. 

━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

https://forms.gle/fLntJYM1RBJNQac57
http://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/support/extracurricular_activities/volunteer.html
mailto:volunteer@rikkyo.ac.jp
https://www.facebook.com/%E7%AB%8B%E6%95%99%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E3%83%9C%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC-537537806439867/?ref=aymt_homepage_panel
https://www.facebook.com/%E7%AB%8B%E6%95%99%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E3%83%9C%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%A2%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%83%BC-537537806439867/?ref=aymt_homepage_panel
http://twitter.com/rikkyo_volucen/
https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/SitePages/navi.aspx

